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第20期『人生講座』のご案内お問い合わせ 第20期 『生涯学習・プラスワンステージ』のご案内

• 

日
本
の
世
界
遺
産 

第
19
期 

⑪
7
月
11
日（
火
）

　

小
笠
原
諸
島

⑫
7
月
25
日（
火
）

　

富
士
山

• 

ジ
ャ
パ
ニ
ス
ト 

第
20
期 

①
8
月
8
日（
火
）

　

六
十
か
ら
の
愉
快
な
人
生

②
8
月
22
日（
火
）

　

私
が
目
指
す
日
本
の
姿

③
9
月
12
日（
火
）

　

日
本
画
の
新
し
い
画
境

④
9
月
26
日（
火
）

　

幸
福
と
は
な
に
か

お
申
し
込
み・お
問
い
合
わ
せ
は

　
　
　
　
　
　
　
マ
ル
コ
シ
岡
元
ま
で

電
話（
０
８
２
）８
４
３
ー
９
９
８
１

人生講座・講師
木原伸雄さん（80）

◆
日
本
に
詳
し
く
な
ろ
う

午
前
の
ク
ラ
ス 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
40
分

午
後
の
ク
ラ
ス 

Ｐ
Ｍ
1
時
20
分
〜
3
時

◆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ｘ
挑
戦
者
た
ち

毎
回 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

⑪
8
月
1
日（
火
） 

ホ
テ
ルニュ
ー
ジ
ャ
パ
ン

⑫
9
月
5
日（
火
） 

美
空
ひ
ば
り
コ
ン
サ
ー
ト

◆
新
・
広
島
学

第
20
期

④
7
月
26
日（
水
）

⑤
9
月
20
日（
水
）

⑥
10
月
25
日（
水
）

毎
回 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

第四講座・講師
半田和志さん（69）

◆
新
・
小
山
学 

　

〜
古
代
へ
の
道
〜

第
20
期

④
7
月
19
日（
水
）

⑤
9
月
20
日（
水
）

⑥
10
月
18
日（
水
）

午
前 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

午
後 

Ｐ
Ｍ
1
時
半
〜
3
時

第三講座・講師
小山　正さん（71）

◆
見
直
そ
う
、

　

親
し
も
う
日
本
の
こ
と
ば

第
20
期

④
7
月
12
日（
水
）

⑤
9
月
13
日（
水
）

⑥
10
月
11
日（
木
）

毎
回 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

第二講座・講師
入川　実さん（70）

◆
名
画
を
楽
し
む

第
20
期

①
8
月
2
日（
水
）

　
「
哀
愁
」

②
9
月
8
日（
水
）

　
「
ガ
ス
燈
」

③
10
月
4
日（
水
）

　
「
ロ
ー
マ
の
休
日
」

毎
回 

Ａ
Ｍ
10
時
〜
11
時
半

第一講座・水先案内人
岡元美紀恵さん

主
演
：

オ
ー
ド
リ
ー・ヘ
プ
バ
ー
ン

主
演
：
イ
ン
グ
リ
ッ
ド・バ
ー
グ
マ
ン

主
演
：
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン
リ
ー

　

東
日
本
一
帯
に
未
曾
有
の
大

地
震
と
大
津
波
が
襲
っ
て
、
今

年
は
七
回
目
の
三
月
十
一
日
を

迎
え
ま
し
た
。
各
地
で
死
者
を

悼
む
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
多

く
の
人
の
心
を
悲
し
ま
せ
ま
し

た
。
新
し
い
ニ
ュ
ー
ス
に
覆
わ

れ
、
人
々
の
関
心
か
ら
東
日
本

の
悲
し
み
は
、
心
の
片
隅
に
追

い
や
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は
九

月
二
十
四
日
、
真
亀
公
民
館
で

第
七
回
「
東
日
本
大
震
災
復
興

支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」
を
開
催

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
恒
例

の
「
八
岐
大
蛇
」
と
「
葛
城
山
」

を
ご
披
露
い
た
し
ま
す
。

　

神
楽
舞
い
を
演
じ
る
宮
崎
神

楽
団
は
、
も
う
す
ぐ
創
立
百
十

年
に
な
り
ま
す
。
最
近
は
高
校

生
な
ど
の
若
い
人
も
参
加
し
、

若
さ
の
漲
っ
た
熱
気
あ
ふ
れ
る

神
楽
団
に
成
長
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
開
催
さ
れ
た
安
芸
高
田

市
の
五
月
選
抜
大
会
で
優
勝
、

来
年
の
広
島
県
大
会
に
出
場
の

資
格
を
獲
得
し
ま
し
た
。
将
来

に
対
し
て
益
々
希
望
の
持
て
る

郷
土
芸
能
で
す
。

　

宮
崎
神
楽
団
は
私
の
ふ
る
さ

と
「
白
木
町
志
路
」
に
本
拠
を

お
い
て
公
演
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
最
近
は
人
気
が
高
く
、
時

間
が
と
れ
な
い
有
様
で
す
。
遠

く
は
四
国
九
州
、
京
阪
神
か
ら

も
お
呼
び
が
か
か
る
そ
う
で
す
。

　

神
楽
舞
い
が
終
わ
る
と
恒
例

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
商
品
の
販
売

が
あ
り
ま
す
。
商
品
は
島
根
県

益
田
市
の
ス
ー
パ
ー「
キ
ヌ
ヤ
」

さ
ん
か
ら
無
償
で
提
供
い
た
だ

き
、
そ
の
商
品
で
特
価
の
「
幸

せ
袋
」
を
作
り
販
売
し
て
い
ま

す
。
全
国
の
善
友
か
ら
も
多
く

の
善
意
商
品
が
届
け
ら
れ
、
お

客
様
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
入

場
料
、
商
品
代
金
の
す
べ
て
は

「
日
本
を
美
し
く
す
る
会
」
に

お
届
け
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
生
か
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

　

お
忙
し
い
日
々
と
存
じ
ま
す

が
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
う
え
一

人
で
も
多
く
の
方
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
未
だ
仮
設
住
宅
で
暮

ら
し
て
お
ら
れ
る
人
々
、
原
発

の
放
射
能
で
自
宅
に
帰
れ
な
い

人
た
ち
に
心
を
寄
せ
て
下
さ
い
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
も
と
は
工
事
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
に

始
め
た
集
い
で
す
が
、
い
つ
の

ま
に
か
「
ど
な
た
で
も
ご
自
由

に
」
と
門
戸
が
広
が
り
賑
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

い
ち
ば
ん
最
初
に
ス
タ
ー
ト

し
た
の
が
「
心
豊
か
に
生
き
る

『
人
生
講
座
』」
で
す
。
会
場
が

十
分
で
な
く
、
一
講
座
が
定
員

八
名
と
定
め
て
い
ま
す
。
毎
月

第
二
火
曜
日
と
第
四
火
曜
日
に

開
い
て
い
ま
す
が
、
午
前
と
午

後
の
二
ク
ラ
ス
に
分
け
て
い
ま

す
。

　

人
気
の
あ
っ
た
の
が
司
馬
遼

太
郎
の
「
街
道
を
行
く
」。
メ

ン
バ
ー
が
事
前
に
勉
強
し
、
講

師
の
役
割
を
引
き
受
け
ま
す
。

教
材
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
す
が
全
部
で

48
巻
あ
り
ま
す
。
知
ら
な
い
世

界
か
ら
学
ぶ
と
い
う
行
い
が
、

老
化
を
止
め
て
し
ま
い
若
返
り

の
妙
薬
に
な
り
ま
す
。

　

会
場
は
マ
ル
コ
シ
ビ
ル
の
三

階
に
あ
り
ま
す
。
手
摺
り
は
つ

い
て
お
り
ま
す
が
自
分
の
足
で

階
段
を
上
が
り
ま
す
。
大
半
の

方
が
徒
歩
や
バ
ス
で
来
ら
れ
ま

す
。
そ
の
分
気
を
張
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

す
で
に
百
十
回
を
越
え
て
い

ま
す
が
、
落
合
の
米
澤
隆
子
さ

ん
、
真
亀
の
田
畑
栄
造
さ
ん
落

合
南
の
椋
田
克
生
さ
ん
、
ハ
イ

ラ
イ
フ
の
入
川
実
さ
ん
は
当
初

か
ら
の
メ
ン
バ
ー
で
す
。「
還

暦
」に
入
塾
さ
れ
た
か
た
が「
古

希
」
に
な
ら
れ
る
計
算
に
な
り

ま
す
。
現
在
の
最
高
齢
者
は
真

亀
の
小
畑
さ
ん
。
九
十
三
歳
で

す
が
、
と
て
も
お
洒
落
な
可
愛

い
女
性
で
す
。
メ
ン
バ
ー
の
生

き
た
モ
デ
ル
で
す
。

　
「
日
本
の
世
界
遺
産
」
や
「
そ

の
時
歴
史
が
動
い
た
」
な
ど
学

ん
で
い
ま
す
が
、
八
月
か
ら
は

「
ジ
ャ
パ
ニ
ス
ト
」
と
い
う
季

刊
誌
か
ら
「
日
本
の
素
晴
ら
し

さ
を
学
ぶ
」
予
定
に
し
て
い
ま

す
。
少
し
難
し
い
け
ど
そ
の
分

だ
け
や
り
甲
斐
が
あ
り
ま
す
。

　

人
生
講
座
に
参
加
し
て
い
た

メ
ン
バ
ー
の
中
か
ら
、
新
し
く

三
名
の
講
師
が
誕
生
し
ま
し
た
。

毎
週
水
曜
日
に
開
く
こ
と
に

な
っ
た
「
生
涯
学
習
・
プ
ラ
ス

ワ
ン
ス
テ
ー
ジ
」
で
す
。
第
一

水
曜
日
は
「
日
本
の
映
画
」
を

紹
介
す
る
岡
元
美
紀
恵
さ
ん
。

第
二
水
曜
日
は
「
見
直
そ
う
親

し
も
う
日
本
の
言
葉
」
の
入
川

実
さ
ん
。
第
三
水
曜
日
は
新
小

山
学
「
古
代
へ
の
道
」
へ
誘
う

小
山
正
さ
ん
。
第
四
水
曜
日
は

「
新
・
広
島
学
」
の
半
田
和
志

さ
ん
。
い
ず
れ
も
ま
も
な
く
百

講
座
に
な
り
ま
す
。
受
講
さ
れ

る
方
々
は
色
々
で
す
が
、
講
師

の
熱
意
に
惹
か
れ
て
百
講
座
も

受
講
さ
れ
て
い
ま
す
。
春
と
秋

の
年
二
回
、
バ
ス
ツ
ア
ー
を
用

意
し
て
、
近
郷
の
神
社
仏
閣
を

訪
問
し
、
地
域
の
成
り
立
ち
と

先
人
の
足
跡
を
学
ん
で
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
「
平
均
寿
命
」
も

「
健
康
寿
命
」
も
長
く
な
っ
て

い
ま
す
。
の
ん
び
り
と
過
ご
す

の
も
悪
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
折

角
与
え
ら
れ
た
時
間
だ
か
ら
地

域
の
た
め
に
使
う
の
も
喜
ば
れ

ま
す
。

　

私
た
ち
は
地
域
の
熟
年
者
に

呼
び
掛
け
て
、
最
初
の
十
年
は

Ｊ
Ｒ
芸
備
線
の
駅
の
ト
イ
レ
磨

き
や
ホ
ー
ム
の
掃
除
を
し
ま
し

た
。
呼
び
掛
け
に
集
ま
っ
て
く

れ
た
の
が
椋
田
克
生
さ
ん（
74
）、

田
畑
栄
造
さ
ん
（
74
）、
平
見

孝
夫
さ
ん
（
72
）、
東
田
光
夫

さ
ん
（
72
）、
木
原
伸
雄
さ
ん

（
80
）
た
ち
に
マ
ル
コ
シ
の
社

員
が
加
わ
り
ま
す
。

　

毎
週
土
曜
日
の
早
朝
か
ら
一

時
間
の
掃
除
で
す
が
、
無
休
で

す
か
ら
思
っ
た
よ
り
厳
し
い
で

す
ね
。
土
曜
日
は
お
正
月
も
お

盆
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
休

み
な
し
で
す
。
そ
の
光
景
は
立

派
な
歴
史
で
す
ね
。

　

平
成
十
一
年
一
月
九
日
か
ら

Ｊ
Ｒ
中
深
川
駅
の
ト
イ
レ
磨
き

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
上
深
川
、
狩
留
家
、
下

深
川
、玖
村
、安
芸
矢
口
と
六
ヶ

所
の
駅
を
定
番
と
し
て
十
年
間
、

毎
週
土
曜
日
の
午
前
四
時
半
か

ら
一
週
も
休
ま
ず
続
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
十
年
続
け
て

十
一
年
目
か
ら
地
域
の
公
園
に

場
所
を
移
し
ま
し
た
。
早
い
も

の
で
八
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

公
園
は
倉
掛
公
園
、
西
山
公
園
、

恵
下
山
公
園
、
玖
第
五
公
園
、

翠
光
台
第
四
公
園
、
は
す
が
丘

北
第
一
公
園
、
矢
口
が
丘
公
園
、

落
合
南
第
十
一
公
園
の
八
ヶ
所

で
す
。

　

会
社
周
辺
の
「
上
岩
の
上
」

か
ら「
諸
木
」の
バ
ス
停
の
間
は
、

社
員
が
揃
っ
て
清
掃
し
て
い
ま

す
。「
い
つ
ま
で
続
く
や
ら
…
」

と
冷
や
か
し
の
目
で
見
て
い
た

人
も
多
か
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

こ
こ
ま
で
く
れ
ば
応
援
団
も
温

か
い
目
で
見
て
く
れ
ま
す
。Ｂ

団
地
の
大
西
さ
ん
は
老
体
に
も

関
わ
ら
ず
、
道
路
の
清
掃
の
み

な
ら
ず
擁
壁
の
上
ま
で
頑
張
ら

れ
ま
す
。
一
輪
車
で
ゴ
ミ
を
運

び
、
自
分
の
年
金
で
ゴ
ミ
袋
を

求
め
、
二
連
ハ
シ
ゴ
で
高
い
と

こ
ろ
ま
で
美
し
く
さ
れ
ま
す
。

何
時
の
間
に
か
高
陽
地
区
の
バ

ス
停
全
体
が
美
し
く
な
り
ま
し

た
。「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分

た
ち
で
ひ
た
す
ら
美
し
く
」
が

合
い
言
葉
で
す
。

　

マ
ル
コ
シ
で
は
高
齢
者
の
方

に
呼
び
掛
け
て
、
不
用
に
な
っ

た
本
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
求
め
て
い
ま

す
。
無
償
で
提
供
い
た
だ
き
、

必
要
な
方
に
無
償
で
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
在
庫
は「
佐
伯
泰
英
」

「
童
門
冬
二
」「
高
杉
良
」「
志

茂
田
景
樹
」「
池
波
正
太
郎
」「
司

馬
遼
太
郎
」「
吉
川
英
治
」「
藤

沢
周
平
」「
船
井
幸
雄
」、
月
刊

誌
「
致
知
」「
ジ
ャ
パ
ニ
ス
ト
」。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
懐
か
し
い
ジ
ョ
ン

ウ
ェ
ィ
ン
、
ゲ
ー
リ
ー
ク
ー

パ
ー
、
マ
リ
リ
ン
モ
ン
ロ
ー
の

西
部
劇
、
三
船
敏
郎
、
高
倉
健
、

鶴
田
浩
二
、
勝
新
太
郎
、
松
方

弘
樹
の
や
く
ざ
劇
な
ど
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。

　　

二
階
の
お
客
さ
ま
ル
ー
ム
で

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ご
遠
慮

な
く
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
茶

を
飲
み
な
が
ら
の
ん
び
り
し
て

下
さ
い
。

　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
く
だ
さ
る

方
は
マ
ル
コ
シ
ま
で
お
電
話
く

だ
さ
い
。
ご
都
合
の
よ
ろ
し
い

と
き
に
社
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

小
説
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
通
し
て
新
た

な
交
流
が
始
ま
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
「
俳
句
歳
時
記
」
毎
月
第
四

土
曜
日
の
午
前
十
時
開
始
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
男
性
二
名

女
性
九
名
の
十
一
名
で
す
。

　
「
編
み
物
教
室
」
毎
月
第
二

金
曜
日
の
午
後
一
時
ス
タ
ー
ト

で
す
。
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
女

性
八
名
で
す
。

　
「
昭
和
ニ
ッ
ポ
ン
」
十
月
か

ら
毎
月
第
一
火
曜
日
午
前
十
時

よ
り
始
ま
り
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

（
文
責　

木
原　

伸
雄
）

熟
年
講
座
が
大
に
ぎ
わ
い　
　
　
　

「
人
生
講
座
」と「
生
涯
学
習・

　
　
　

プ
ラ
ス
ワ
ン
ス
テ
ー
ジ
」

た
く
さ
ん
の
小
説
や

　
「
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」を
集
め
て
い
ま
す
。

関
心
の
あ
る
方
に
無
償
で

　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

熟
年
者
に
よ
る

　
「
ひ
た
す
ら
ま
ち
を
美
し
く
」

講
座
は
い
ろ
い
ろ
で
す

第
七
回「
東
日
本
大
震
災

　

復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
」は

　
　

ご
要
望
に
お
応
え
し
て

　
　
　

再
び
神
楽
舞
い
を
開
催

今
年
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
は　
　
　
　

人
気
の
神
楽
舞
い
で

「
人
生
講
座
」は　
　
　
　
　
　
　

平
成
二
十
年
三
月
に
ス
タ
ー
ト

生
涯
学
習・プ
ラ
ス
ワ
ン　
　
　
　

ス
テ
ー
ジ
の
誕
生

「
Ｊ
Ｒ
駅
」か
ら「
公
園
」の　
　
　

ト
イ
レ
磨
き
が
二
十
年

公
園
の
ト
イ
レ
磨
き
は　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
か
ら

不
要
な
図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は　
　
　

再
利
用
し
ま
し
ょ
う

毎
週
火
曜
日
と
水
曜
日
の　
　
　

お
昼
時
間
に

バ
ス
停
清
掃
は
平
成
元
年
か
ら

多
彩
な
も
よ
お
し
が
人
気

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
い
つ
も
と
変
わ
り

な
く
「
最
新
住
宅
設
備
機
器
」
の
展

示
、
Ｄ
Ｙ
Ｉ
の
実
演
シ
ョ
ー
、
お
役

立
ち
講
座
、
雑
貨
販
売
、
ス
イ
ー
ツ

教
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
を
展

開
し
、
特
に
本
年
力
を
入
れ
た
の
が

新
し
く
展
開
を
始
め
た
「
高
陽
の
ま

ち
再
生
事
業
」
。
高
齢
化
社
会
へ
移

行
に
伴
い
、
町
か
ら
若
者
が
消
え
高

齢
者
が
目
立
つ
地
域
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
に
『
不
安
解
消
お
役
立

ち
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
き
ま
し
た
。
第

一
講
は
社
長
が
担
当
す
る
「
見
た
目

だ
け
の
中
古
物
件
は
要
注
意
！
」
を

テ
ー
マ
に
、
中
古
物
件
の
販
売
・
購

入
の
ポ
イ
ン
ト
を
分
か
り
や
す
く
解

説
し
ま
し
た
。
第
二
講
は
金
本
和
宏

の
担
当
で
「
木
造
住
宅
耐
震
補
強
の

切
札
！
」
を
詳
し
く
解
説
し
ま
し
た
。

強
度
と
経
済
性
を
兼
ね
備
え
た
理
想

的
な
補
強
方
法
を
解
説
し
ま
し
た
。

第
三
講
は
不
動
産
主
任
の
江
原
文
男

が
「
専
任
物
件
あ
り
ま
す
！
」
を

テ
ー
マ
に
高
陽
地
区
の
中
古
物
件
を

網
羅
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
付
き
物
件
の

数
々
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
お
客
様
に
聞
い
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
き
っ
と
ご
理
解

い
た
だ
け
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
不

動
産
の
売
却
、
買
い
取
り
の
ご
相
談

は
迷
わ
ず
マ
ル
コ
シ
の
江
原
文
男
ま

で
。

あふれるお客さまで
第１１回オレンジフェスタ大にぎわい ・第７回東日本復興支援チャリティー

・熟年者講座が大にぎわい
・自分たちの街は自分たちで美しく
・小説やＤＶＤの無料交換会

マルコシからお届けする夏から秋への楽しいニュース

kyoukoimai
スタンプ


